














Grammatical Items Used in Dictogloss Reconstructed Texts  
and Teacher's Evaluation of the Texts 
             HORI Keiko
【Abstract】The author conducted dictogloss to three learners who have completed 
a beginner textbook, and analyzed reconstructed texts from a grammatical point of 
view. In addition, 20 teachers evaluated the reconstructed texts from six evaluation 
criteria: richness of contents, organization, accuracy/richness of linguistic form/
vocabulary. As a result, it was found that learners did not use all the grammatical 
items introduced in the beginner course. As for teacher's assessment, because the 
three criteria related to “richness” showed extremely strong correlation, it is possible 
to integrate these into one criterion. Moreover, it was found that “richness”and 
“organization” strongly correlate to “the number of correct grammatical items in 
texts”, while “accuracy of linguistic form/vocabulary” showed a week correlation with 
“the number of correct grammatical items in texts”. 
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づけている。英語教育には広く取り入れられ、Kowal & Swain (1994)、山本・臼倉（2012）
の学習者同士の話し合いにおいて、文法についてどれだけ話題にし、気づきが促された

























































































































































また、２. １で示したように Wajnryb では、ディトグロスの準備段階として、(1) トピッ



























































L1 27 0 3
の（名詞修飾） 11 0 3
は（取り立て） 11 0 0
も（同類） 5 0 0
L2 28 0 2
が（動作主） 11 0 0
で（動作の場所） 5 0 0
と（並列） 3 0 0
に（目的の場所） 4 0 1
を（目的） 5 0 1
L3 5 0 0
になる 5 0 0
L4 7 2 0
から（理由） 2 0 0
や 2 1 0
存在文 3 1 0
L5 2 1 0
てください 0 1 0
で（方法） 2 0 0
L6 5 1 0
て形（継起） 4 1 0
形容詞て形（並列） 1 0 0
L7 17 1 0
から（起点） 6 1 0
が（逆接） 2 0 0
けど／けれど 2 0 0
ごろ 1 0 0
に（時間） 5 0 0
まで 1 0 0
L8 2 0 1
ていない（結果状態） 0 0 0
ている（結果状態） 1 0 0
てはいけない 0 0 1
は（対比）★ 1 0 0
L9 14 2 3
N で（並列） 3 0 1
くする 0 0 0
くなる 6 0 1
だけ 1 1 0
と（引用） 2 1 0
ので 1 0 0
形容詞の副詞用法 1 0 1
L10 2 0 0
というのは〜ことです 1 0 0




L11 9 0 5
たら 2 0 1
という 1 0 0
他動詞（はじめる、動かす、知らせる） 0 0 0
他動詞（上げる） 0 0 1
自動詞（上がる） 1 0 1
自動詞（増える） 3 0 0
自動詞（変わる） 1 0 1
自動詞（始まる） 0 0 1
自動詞（集まる） 1 0 0
L12 3 1 0
ほうがいい 2 1 0
てから 1 0 0
ところ 0 0 0
と（条件） 0 0 0
L13 4 1 1
ていた（動作の継続） 0 0 0
ている（動作の継続） 0 0 0
の（名詞修飾節内のが／の交替） 0 0 0
ばかり 0 1 0
名詞修飾節 4 0 1
L14 2 1 1
に（目的） 0 0 0
可能形 2 1 1
L15 0 0 0
てくる 0 0 0
L16 3 0 0
こと（形式名詞） 0 0 0
し、〜 1 0 0
たり、たり 2 0 0
L17 3 0 2
がある（催し） 2 0 0
何度も 0 0 0
受け身 1 0 2
疑問詞＋も 0 0 0
L18 3 0 0
ことができる 3 0 0
（形）をする 0 0 0
L19 0 0 0
でも 0 0 0
L20 2 1 1
とき 2 0 0
の（形式名詞） 0 1 1
ば 0 0 0
場合 0 0 0
L21 4 0 0
N で（理由） 1 0 0
て（理由） 1 0 0
ようになる 0 0 0
ように（目的） 2 0 0
L22 0 0 0





L23 2 2 1
ことにする 0 0 0
ために（理由） 0 0 0
ために（目的） 2 0 1
ため（理由） 0 0 0
なければならない 0 2 0
『ＳＦＪ』になし 4 0 1
〜だけではなくて、〜も 0 0 0
ないで（付帯状況） 0 0 1
みたい 1 0 0
ような（比況） 1 0 0
ように言う 2 0 0






















表３から、最も多く産出された形式は、1 課と 2 課で導入された３つの助詞である。
『SFJ』の分冊 『SFJ』の課 産出数
第 1分冊 L1-L8（「は、が、の」除く） 71
第 2分冊 L9-L16 52





























いない（結果状態）」、13 課「ている / ていた（動作の進行）」は正用がなく、クラスター
４に含まれている。「ている」の「動作の継続」と「結果状態」のどちらが早く習得され



















文法項目 『SFJ』の課 正用 文脈誤用 誤用
存在文 L4 3 1 0
から（理由） L4 2 0 0
N で（並列） L9 2 0 0
たら L11 2 0 1
可能形 L14 2 1 1













文 d：9文節→　文 c：3文節 +4 文節　　












































































と「言語形式の豊かさ」は 0.922、「内容の豊かさ」と「語彙の豊かさ」は 0.950 と非常
に強い相関を示す。
一方、表３から得た「正用の文法項目数」は、「内容の豊かさ」との相関が 0.794、「構
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ます。女の子の声だけではなくて、男の人の声でも話すことができます。6月２４日には、
地震が起きたことを知らせるニュースなどを読みました。
【元テキスト３】
タイトル：ハムやチョコレートなどの値段が上がる
本文：４月に消費税が高くなったばかりですが、７月から、いろいろな食べ物の値段
が上がります。
豚肉などの値段が高くなったために、ハムなどを作っている会社は、7 月１日から値
段を上げることにしました。また、値段が同じでも、量を少なくする場合もあります。
また、チョコレートなども、値段は同じですが、量が少なくなります。チョコレート
の材料のカカオという豆が高くなっているためです。
【元テキスト４】
タイトル：７月は熱中症にならないように気をつけよう
７月は梅雨が終わって、暑くなります。しかし、体が暑さに慣れていないために、熱
中症で病院に運ばれる人が増えます。そこで、７月は特に熱中症にならないように気を
つけなければなりません。
暑い日は、熱中症にならないように、飲み物を何度も飲んだり、涼しいところで休ん
だりしたほうがいいです。
去年６月から９月に熱中症で病院に運ばれた人は約５８, ０００人で、そのうちの約
４０％は７月に運ばれた人です。
【元テキスト５】
タイトル：ビルや店の前の灰皿をなくすように言うことができる
東京都港区では、道や公園などでたばこを吸ってはいけません。そこで、たばこを吸
う人は、ビルや店の前の灰皿のあるところに集まります。
そのため、ビルの近くにいる人にたばこの煙をすわせないように、新しいルールがで
きました。タバコの煙が迷惑なときは、ビルや店に灰皿をなくすように言うことができ
ます。ルールを守らなければ、ビルや店の名前を発表することにしています。
